






















研究目的 

 子供と,その母親との結びつきが,乳児の生得型反応と,母性行動の相互作用によって成

立することは,周知のごとくである。しかし,母親が,その乳児にアタッチメントを成立させ

ていくプロセスについては,十分解明されているとはいえない。「ボウルビィー」によれば,

初期のアタッチメントは,母親の行動によって維持されるという。 

 私達は,数多くの分娩の場面に接し,分娩直後の母親と,その新生児との初回対面時に,母

親によって,その行動に違いのあることに気づいていた。すなわち,始めての我児との対面

時に,己から手を出して,子供にふれようとする母親群,他は子供にふれない母親群である。

出生直後の,母子接触場面を通して,それぞれの母親群の背景の違いや,因子について調査

した。 


